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• マスタ テキストの書式設定

• 第 2 レベル

• 第 3 レベル

• 第 4 レベル

• 第 5 レベル

20201010年年55月月期期 連結連結業績概要業績概要

20201010年年７７月月１１日日
アスクル株式会社アスクル株式会社

10/5期は後半から既存事業に回復の兆し
11/5期以降、成長軌道へ回帰

～ 新規3事業は12/5期の黒字化に向けた基盤作りに全力投球 ～
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（ご注意）
本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら

将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画など
とは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における新規事業とは「SOLOEL」「アスマル（ぽちっとアスクル）」「上海愛速

客楽」を指します。既存事業とは新規事業以外を指します。
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ⅠⅠ 1010年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 中期計画中期計画

ⅢⅢ 1111年５月期計画年５月期計画

3

10/５期 連結業績のサマリー

厳しい経済環境下、次世代への投資は確実に
実施した上、期初利益計画を達成

購入お客様単価の低下に加え、新規事業の立ち上げの遅れもあり、売上
高は未達

カタログ施策・サービス差別化により、購入お客様数を拡大し11/５期以降

の成長につなげる

サプライヤとの協働及びセールスミックスの良化により売上総利益率は計
画を上回る

業務統合システムの稼動により、更なるローコストオペレーションを推進

新規事業は、新たな成長につながる基盤を構築
・間接材一括購買サービス⇒収益の柱となるSOLOELスタンダードが完成

・個人向けネット通販事業⇒確固たるポジションの確立を目指し「アスマル」設立
・グローバル展開⇒上海愛速客楽の収益構造転換に向けて組織体制を強化
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次世代への投資は行いつつ
ローコストオペレーションを推進

期初利益計画を達成

売上計画比 △6.9％
売上総利益率 23.5％
販管費率 19.8％

+29.2* △6.4*

△35.1*

09/５期（実績）
82.4億円

10/５期（計画）
70.0億円

* 社内管理数値のため、公認会計士または監査法人の関与はございません。

売上前期比 +0.4％
売上総利益率 23.3％
販管費率 19.0％

売上前期比 +6.6％
売上総利益率 23.0％
販管費率 19.6％
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＋5.63,300△23.01.83,4852.44,528当期純利益

＋1.76,800△16.23.76,9134.38,246経常利益

＋0.27,000△14.93.77,0144.38,240営業利益

△ 5.839,690＋3.319.837,36919.036,175販管費

△ 4.946,690△0.123.544,38423.344,415売上総利益

△ 6.9203,000△0.8100.0188,991100.0190,469売上高

計画比
(b)/(c)-1  

（％）
計画(c)

（百万円）

前期比
(b)/(a)-1

（％）
売上比
（％）

実績(b)
（百万円）

売上比
（％）

実績(a)
（百万円）

2010年５月期2009年５月期

10/５期 連結業績の概要



2010年5月期 連結業績概要（2010.07.01）

Copyright(c) 2010 ASKUL Corporation. All rights reserved. 4

6

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

08
/２

月

08
/４

月

08
/６

月

08
/８

月

08
/1

0月

08
/1

2月

09
/2

月

09
/4

月

09
/6

月

09
/8

月

09
/1

0月

09
/1

2月

10
/2

月

10
/4

月

10
/6

月

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%

110.0%

115.0%

日経平均（月末終値）
円相場×100（月末終値）
売上前年比（稼動日修正後）

景気動向とアスクル売上伸張
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急激な
円高

お客様のニーズを踏まえたカタログ施策により

景気悪化の影響を極小化

単体単体

7（注） 07/６月度を100として指数化しております。

購入お客様数の推移

【お客様数拡大の背景】

* ECO-TURN(読み方“エコターン”)配送
商品配送時に、リターナブル梱包資材（通い箱・通い袋）でお届けし、当社が回収・再利用する
ことで、お客様先での廃棄物を削減する仕組みです。

新規のお客様の獲得

09年８月発刊カタログで
過去最大級の値下げ実施

既存のお客様の定着化

ECO-TURN*配送のエリア
拡大に伴うサービス強化

単体単体

購入お客様数は３Ｑに引き続き高い伸張率を継続
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7788
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7474

7575

10/５期

購入お客様数の推移

10/10/５５期期

09/09/５５期期

前前年同年同期比期比（年間累計）（年間累計） ++33.6.6％％

前１Ｑ比
+4.0％

前２Ｑ比
+4.9％

前３Ｑ比
+5.0％

7722

7722 7171

7171

前４Ｑ比
+0.8％

（ぽちっと
調整後* *

+5.0％）

* *2010年２月22日付で「ぽちっとアスクル（インターネットによる個人向け通信販売事業）」
を当社子会社であるアスマル株式会社が承継したため、2010年３月度 月次業績以降の
売上高・お客様数には同事業分を含んでおりません。なお、３月度以降の前期同月実績から
同事業分の売上高・お客様数を除いて算出した数値を、参考情報として記載しております。
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単体単体

（注） 07/６月度を100として指数化しております。

売上高・購入お客様単価の推移
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売上高の推移

10/10/５５期期

09/09/５５期期

前前年同年同期比期比（年間累計）（年間累計） △△1.71.7％％

449億円
前１Ｑ比
△2.4％

474億円
前２Ｑ比
△4.3％

（億円）

449億円
前３Ｑ比
△1.8％
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7722

購入お客様単価は下げ止まり、４Ｑ売上高はプラス成長に
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前前年同年同期比期比（年間累計）（年間累計） △△5.25.2％％
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6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 ４月 5月 6月

稼働日修正前 93.9% 94.4% 105.4% 96.8% 93.0% 97.2% 91.1% 107.1% 98.3% 107.0% 100.5% 97.6% 97.3%

稼働日修正後 96.3% 96.2% 101.1% 96.8% 97.7% 97.2% 97.3% 99.1% 101.0% 102.1% 102.3% 97.6% 101.6%

売上動向の「潮目」が変化

◆稼働日修正後のオフィス家具の売上高（単体）前年同期比の推移

◆月次売上高（単体）前年同期比の推移

景況感に合わせた新商品の投入

オフィス家具の売上高が回復

前年の新型インフルエンザの影響あり 前年同期比（修正後） 09年４月 95.4％ 09年５月 101.0％

単体単体

潮目の変化

29ヶ月ぶりの
100％越え
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品目別売上高

成長分野として注力しているオフィス生活用品は前年同期を上回る売上高を確保

お客様企業のコスト削減意識の高まりにより事務用消耗品・耐久財の売上高は減少

通期合計では減収となるも下期は多くのカテゴリーで回復の兆しが見られ増収転換

09/５期

通期

金額 金額 金額 金額

（百万円） （百万円） （百万円）  （百万円）

ＯＡ・ＰＣ用品 39,740 △ 4.9 40,593 △ 1.2 80,333 △ 3.1 82,886

事務用品 20,997 △ 6.2 22,460 ＋ 1.1 43,458 △ 2.6 44,617

オフィス生活用品 18,975 ＋ 4.4 18,280 ＋ 3.7 37,256 ＋ 4.1 35,805

その他 7,052 ＋ 47.2 6,395 ＋ 7.8 13,447 ＋ 25.4 10,724

小　計 86,765 △ 0.5 87,729 ＋ 1.0 174,495 ＋ 0.3 174,034

オフィス家具 6,734 △ 23.2 7,761 ＋ 1.3 14,495 △ 11.8 16,435

合　計 93,500 △ 2.5 95,491 ＋ 1.0 188,991 △ 0.8 190,469

区分

10/５期

上期 通期

売上高前年
同期比 （％）

売上高前年
同期比 （％）

下期

売上高前年
同期比 （％）

【単位：百万円】

11

１. 売上高 1,889億円

計画比 △6.9％ 前期比 △0.8％

＜半期ごとの売上高の推移＞
上期：935億円（計画比 △5.0％ 前年同期比△2.5％）
下期：954億円（計画比 △8.7％ 前年同期比＋1.0％）

＜主なポイント＞
・ 上期の厳しい経済環境に加え、新規事業の立ち上げの遅れもあり、通期計画

は未達
・ カタログ施策・サービス差別化により、購入お客様数を拡大したことにより、下

期は前年比プラスを確保

10/５期連結業績の主なポイント
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値下げ

売上総利益率の推移

10/５期
計画ライン

サプライヤとの協働・セールスミックス良化により

計画を上回る売上総利益率を確保

12

13

２. 売上総利益率 23.5％

計画差 ＋0.5％ポイント 前期差 ＋0.2％ポイント

＜半期ごとの売上総利益率の推移＞
上期：23.7％（計画差 ＋0.6％ポイント 前年同期差 ＋0.6％ポイント）
下期：23.2％（計画差 ＋0.3％ポイント 前年同期差 △0.3％ポイント）

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
１Ｑ：24.4％ ２Ｑ：23.1％ ３Ｑ：23.１％ ４Ｑ：23.3％

＜主なポイント＞
（第１四半期）
調達部門の強化とサプライヤとのコラボレーション効果
原材料価格の安定
（第２四半期）
09年８月発刊カタログで戦略商品の値下げを実施するも、セールスミックスの良化により計画を
上回る売上総利益率を達成
（第３四半期）
売上総利益率の高いオフィス家具の回復基調もあり、第２四半期同様の売上総利益率を維持
（第４四半期）
新カタログ発刊後も計画を上回る売上総利益率を確保。オフィス家具等の販売量が増加する季節
要因も売上総利益率に寄与

10/５期連結業績の主なポイント
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10/５期連結業績の主なポイント

３. 販管費 売上高販管費比率 19.8％

計画差 △23億円 ＋0.2％ポイント
前期差 ＋0.8％ポイント

＜半期ごとの売上高販管費率の推移＞
上期：19.9％（計画差 △0.6％ポイント 前年同期差＋0.5％ポイント）

下期：19.7％（計画差 ＋1.0％ポイント 前年同期差＋1.1％ポイント）

＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞

１Ｑ：19.4％ ２Ｑ：20.3％ ３Ｑ：20.0％ ４Ｑ：19.3％

＜主なポイント（計画差）＞
・売上高未達に伴う変動費の減少 △14億円

（配送運賃、業務委託費など）
・ローコストオペレーションによるコスト削減 △９億円

（カタログ製作費用、業務外注費など）

15

10/５期連結業績の主なポイント

４. 特別損失 ５億円
【主な内訳】
・個人向けインターネット通販事業
「ぽちっとアスクル」固定資産減損 3.9億円

５. 設備投資 33億円（計画 27億円）
【主な内訳】
・業務統合システム 16億円

（計画 13億円）

・ＳＯＬＯＥＬスタンダード開発他 ３億円
（計画 ３億円）

⇒次世代への投資は着実に実施

（参考）減価・ソフトウェア償却費 29億円
（計画 34億円）



2010年5月期 連結業績概要（2010.07.01）

Copyright(c) 2010 ASKUL Corporation. All rights reserved. 9

16

通期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期 

営業活動によるC／F 6,205 7,660 8,507 11,627

(うち減価・ソフトウェア償却費） (1,871) (2,190) (2,676) (2,982)

前期末休日要因調整 2,829 3,306 - -

当期末休日要因調整 △ 3,306 - - -

営業活動によるC／F（改） 5,728 10,966 8,507 11,627

投資活動によるC／F △ 7,189 △ 4,153 △ 13,269 △ 3,495

フリーC／F △ 1,461 6,814 △ 4,762 8,132

【単位：百万円】

フリー・キャッシュ・フローの改善

運転資本の削減・設備投資の常態化によりフリーＣ／Ｆは大幅に改善

17

新規事業のトピックス新規事業のトピックス
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企業一括購買サービス一覧

メリット

導入の手間

イニシャル

ランニング

コスト

購入出来る

商品

システム導入費

システム利用料

業務代行費

現在はなし

（収益源はサプライヤからの商流
通過料、お客様ご指定サプライヤ
を接続した場合、お客様から接続
料）

なし

（収益源は商品販売差益）

お客様毎に必要な商品を
オーダーメードで選定

推奨サプライヤの間接材

（取引サプライヤを接続することも
可能）

現状700万ＳＫＵ

アスクル商品のみ

３万ＳＫＵ

会計・人事システムなどと連携し
カスタマイズ可能

管理購買のみならずオペレーショ
ンコストの低減も可能

エンタープライズに比べてイニ
シャル・ランニングコスト及び導入
の手間をかけずにアスクル以外
の商品も管理購買が可能

アスクル商品の管理購買
が可能

事前調査など数ヶ月かかる導入時の設定のみ導入時の設定のみ

ＳＯＬＯＥＬ

エンタープライズ

ＳＯＬＯＥＬ

スタンダード

アスクル

アリーナ

アリーナとＳＯＬＯＥＬの比較

19

お客様

本社

A事業所

B事業所

工場

購買システム

共同購買品

お客様個別商品

サプライヤＢ

アスクル

サプライヤＡ

お客様個別
サプライヤ①

お客様個別
サプライヤ②

取りまとめ請求／エコ配送

SOLOELスタンダードの稼動

2010年５月にパイロットオープンし、現在モニター企業様の検証中
11/５期中にグランドオープンし、アリーナのお客様へ積極展開予定

新規のお客様は、全ての間接材を一元的に購買できます。
アスクルアリーナをご利用されているお客様は、更に進化したＳＯＬＯＥＬ購買サービスにより、
アスクル商品に加え推奨サプライヤとお客様個別サプライヤの商品を安心安全に購買できます。
ＳＯＬＯＥＬ導入企業と共に共同購買を実現できます。

新規のお客様は、全ての間接材を一元的に購買できます。
アスクルアリーナをご利用されているお客様は、更に進化したＳＯＬＯＥＬ購買サービスにより、
アスクル商品に加え推奨サプライヤとお客様個別サプライヤの商品を安心安全に購買できます。
ＳＯＬＯＥＬ導入企業と共に共同購買を実現できます。

推奨サプライヤ商品

推奨サプライヤ

アスクル商品
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0

100

200

300

400

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期

上期 下期

128

103

83

57

27
12

161

0

50

100

150

04/５月 06/５月 08/５月 10/５月

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移（四捨五入）

（億円）

（100社）

SOLOEL
スタンダード

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ぽぽちっとちっと
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

SOLOELのお客様基盤となる
アスクルアリーナのご利用は計画通りに推移

11/５期 目標

412億円

SOLOELスタンダードのお客様基盤

42

85

149

224

297

345

387

21

【エンタープライズ】
■6月末現在、6企業グループ、合計129社に導入
・アサヒビールグループ様 ・オムロングループ様
・資生堂グループ様 ・ソニーグループ様*

・ジェイアール東日本商事様 ・ワールド様*

*ソニーグループ様、ワールド様は間接材購買業務のみSOLOELが代行

■新規に２社と基本合意締結
・三越伊勢丹ビルマネジメント様・・・８月下旬までに稼動予定
・食品メーカーK社様 ・・・１0月上旬までに稼動予定

【スタンダード】
■6月末現在、37社と契約内定

IT系企業、出版系企業、飲食系企業 等

■6月末現在、約700万点の商材の購買が可能
工具・研究資材・事務用品・翻訳・花/グリーン・IT関係 等

SOLOELの導入実績



2010年5月期 連結業績概要（2010.07.01）

Copyright(c) 2010 ASKUL Corporation. All rights reserved. 12

22

「お客様と生産者の顔と思いが

通い合うオープンでフェアな場」

日本における新しいＢｔｏＣ
Ｎｅｔ流通を創造する

アスマル株式会社設立

2009年11月 個人向けネット通販事業の飛躍的成長のためアスマル㈱設立

2010年２月 個人向けネット通販事業（ぽちっとアスクル）を承継

サプライヤとの連携（アスクルの強み）を有効活用

23

ⅠⅠ 1010年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 中期計画中期計画

ⅢⅢ 1111年５月期計画年５月期計画
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24

企業理念

お客様のために進化する

いつでも、どこでも、誰にでも

欲しいものを欲しいときにお届けする

革新的生活インフラを、

最もエコロジーな形で実現し、

アスクルは、お客様・社会から喜ばれ、

信頼され、そして尊敬される会社になります。

お客様のために進化する

いつでも、どこでも、誰にでも

欲しいものを欲しいときにお届けする

革新的生活インフラを、

最もエコロジーな形で実現し、

アスクルは、お客様・社会から喜ばれ、アスクルは、お客様・社会から喜ばれ、

信頼され、そして尊敬される会社になります。信頼され、そして尊敬される会社になります。

25

電子流通業のＮo.１
アジアを起点に、グローバル企業になる

環境経営のリーディングカンパニー

電子流通業のＮo.１
アジアを起点に、グローバル企業になる

環境経営のリーディングカンパニー

中期計画の目指すべき姿

新たな流通プラットフォームの構築新たな流通プラットフォームの構築
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93/５期 11/５期

事
業

展
開

カタログベース、 在庫型、 オフィス用品

e-Pro・アスクルアリーナ・ＳＯＬＯＥＬ

カタログビジネスモデル
による高成長

持続的成長

新たなる成長

Webでのサービス提供

（事業年度）

マイクロB・個人への

サービス提供

上海を起点とした

アジア展開

中期計画における成長イメージ

既存事業の更なる成長を目指し、Web特性を生かしたe-プラットフォームを強化

「商材の圧倒的な拡充」と「不断のサービス進化による競合との差別化」を図る

新規事業は新たな成長の牽引役となるべく導入期から展開期へ

既存事業の更なる成長を目指し、Web特性を生かしたe-プラットフォームを強化

「商材の圧倒的な拡充」と「不断のサービス進化による競合との差別化」を図る

新規事業は新たな成長の牽引役となるべく導入期から展開期へ

27

0

500

1000

1500

2000

2500
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94/５期 96/５期 98/５期 00/５期 02/５期 04/５期 06/５期 08/５期 10/５期 12/5期

0

50

100

150

200

250

300

～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）11～13/５期

中期計画
（大きな飛躍）

07～10/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

アスクルアリーナ等
売上高

新規事業売上高

除く、
新規事業
アスクルアリーナ等
売上高

既存＋新規
相乗効果による
二桁売上成長

中期計画における全社数値計画

12/５期以降、上記の全社数値計画とは別に
社内目標は更なる高成長を目指す
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28

ＷＭＳＷＭＳ

商品情報

商品画像

予測・発注情報

入荷予定情報
お届け情報

配送情報

エージェント

メーカー

流通サプライヤ

お客様

業務統合システム

登録、受注～請求

ＢＩ（データ分析）
各種分析情報
セグメント分析
（One to One）

与信関連情報

お客様情報

お問合せ情報

お客様の声

e-プラットフォームの更なる進化

ｅ－プラットフォーム＝お客様とサプライヤをつなぎ、両社にとって効率的・ローコストな運営が可能となる流通プラットフォーム

29

業務統合システム

登録、受注～請求

ＢＩ（データ分析）
各種分析情報
セグメント分析
（One to One）

ＷＭＳＷＭＳ

商品情報

商品画像

予測・発注情報

入荷予定情報
お届け情報

配送情報

エージェント

お客様

与信関連情報

お客様情報

お問合せ情報

お客様の声

圧倒的な商材の拡大

不断のサービス進化

e-プラットフォームの更なる進化

ｅ－プラットフォーム＝お客様とサプライヤをつなぎ、両社にとって効率的・ローコストな運営が可能となる流通プラットフォーム

メーカー

流通サプライヤ圧倒的なローコストオペレーション

業務統合システムの稼動により
様々なボトルネックが解消
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30

不断のサービス進化～コールセンターの進化～

※HDI格付け審査員によるWeb
サポート及び電話サポートのパ
フォーマンス、クオリティ評価

HDIは1989年に設立された世界
最大のサポートサービス業界の
メンバーシップ団体です。
HDIはサポートに携わる人々の
ために、最新の業界情報や、関
連専門書籍や、調査レポートな
どを提供しています。

HDI問合せ窓口格付け※ 業界唯一最高の三つ星評価

30

31

インターネット売上高比率目標

全社で取り組んでいる
Ｗｅｂビジネスが順調に拡大。

ついに60％超えに
インターネット売上高比率

10/６月単月度実績 60.8％

お客様ニーズへ即応しつつ
ローコストオペレーションの
更なる推進を目的として

70％超えを目指す

08/５期 09/５期 10/５期 11/５期 12/５期 13/５期
通期 54.3% 56.9% 59.3% 64.0% 67.0% 70.0%

54.3%

56.9%

59.3%

64.0%

67.0%

70.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%
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32

SOLOEL事業範囲の変更

お客様の立場でサプライヤとの中立性を確保するため
SOLOELのお客様への物販売上はアスクル既存事業
の売上高として計上する方針に変更

お客様の立場でサプライヤとの中立性を確保するため
SOLOELのお客様への物販売上はアスクル既存事業
の売上高として計上する方針に変更

SOLOELはお客様の間接材購買システムSOLOELはお客様の間接材購買システム

お客様数拡大×商材拡大＝通過額拡大を目指すお客様数拡大×商材拡大＝通過額拡大を目指す

33

13/５期目標
・通過額 : １兆円超
・売上高 : 1000億円超（アスクル物販分含む）
・累計5,000社超の稼動を計画
・営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

11/５期目標
・「SOLOEL」 累計約1000社への導入計画
・営業利益 黒字化見込み

アサヒビール
グループ様

10/５期目標
・SOLOELの本格展開開始 累計約300社への導入計画
・間接材一括購買システム（スタンダードモデル）は2010
年3月完成予定
・共同購買推進
・営業利益 △10.6億円見込み

目標（前回09年12月開示） 実績・中期社内目標（今回10年7月開示）

11/５期目標
スタンダード垂直立ち上げにより累計約2000社超への
導入計画（第４四半期集中⇒売上高への寄与は翌期）

13/５期目標
通過額 2000億円超 累計約4000社超
営業利益 20億円超（手数料売上のみ）

10/５期実績
当初計画より約1年の遅れ
SOLOELの本格展開開始 累計約129社への導入
スタンダードモデル パイロットオープン（2010年５月）
共同購買実施
営業利益 △13.6億円

SOLOELの展開計画

12/５期目標
営業利益黒字化目標（1年遅れ） 累計約3000社超

通過額１兆円／更なる営業増益を目指す

エンタープライズは導入に時間を要すること加味したうえ、着実な展開を目指す
スタンダードはリリースの遅れを取り戻すべく、アリーナのお客様へ積極展開
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3410/５期 11/５期 12/５期 13/５期

旧目標（物販除く）

実績・新目標

SOLOEL中期計画 売上高社内目標

売上高
2.6億円

（物販込み8.6億円）

営業利益※

△13.6億円

営業利益
黒字化目標

◇スタンダード版の垂直立上げ
◇エンタープライズ版の着実な展開
◇取扱商材および通過額の拡大

間接材購買システムの
デファクトスタンダード目指す

スタンダード版
パイロットオープン
期末累計129社

スタンダード版グランドオープン
12年5月期の黒字化に向け
アリーナのお客様の利用促進

期末累計約2000社超

期末累計
約3000社超

通過額2000億円
期末累計4000社超
営業利益20億円超

※営業利益は管理会計上の金額

通
過
額
１
兆
円
／
更
な
る
増
益
を
目
指
す

3510/５期 11/５期 12/５期 13/５期

旧目標

実績・新目標

上海愛速客楽中期計画 売上高社内目標

営業利益
△6.9億円

営業利益
黒字化目標

ビジネスモデルの
グローバル展開へ

・仕入構造改革
・物流コスト改革
・徹底的なWeb化
・販売地域拡大

収益構造転換
をめざし

組織体制を強化

◇収益構造転換を図り黒字転換
を目指す

◇グローバル展開のベースとなる
ビジネスモデルを確立する

10/５期
旧目標
設定なし
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3610/５期 11/５期 12/５期 13/５期

旧目標

実績・新目標

アスマル中期計画 売上高社内目標

売上高
22.5億円
営業利益※

△4.2億円

営業利益
黒字化目標

個人向け電子購買
チャネルにおいて

確固たるポジション
の確立を目指す

「お客様と生産者の顔と思いが
通い合うオープンでフェアな場」

日本における新しいＢｔｏＣ
Ｎｅｔ流通を創造する

お客様の
第一想起先へ

ネットプライスドットコム
と資本業務提携

アスマル設立

「よくばりな」
新たな個人向け

ECサイトを立ち上げ
商材の圧倒的な拡大

※営業利益は管理会計上の金額

36

37

サプライヤ アスクル お客様原料メーカー

ＤＢ

ふ
る
い

情報の流れ

＜カタログ・ＷＥＢ＞

商品商品

商品商品

ふ
る
い

森林保全

生物
多様性

貧困問題

人権・労働

品質保証

化学物質
管理

ＣＳＲ調達

商品の
環境基準

エコ割

環境情報
ＤＢ化

静脈物流

ECO-TURN
配送

安心安全
の提供

グリーン購入
サポート

トレーサビリティ情報の確保

サプライチェーン全体のＣＯ２排出量の削減（最適化）

エコプラットフォームの構築と進化

エコプラットフォーム
ムダの排除と環境品質の信頼性を確保しながら、お客様が安心して購買が行え
るサービスを提供するためすべてのプロセスをエコ化する。

37
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38

ＥＣＯ-ＴＵＲＮ配送の拡大

お客様のさまざまな声をサービスに反映させ
改善・改良しながら順次拡大予定

※１ スタートから1年間の計画値

バックやコンテナも
お客様の声を反映させて改良

2010年3月下旬より、
東京23区から大阪・名古屋地区

にサービス拡大

資材重量

約1200トン削減 さらに約600トン削減 ※１

（東京23区） （大阪・名古屋分）

C02量

約700トン削減 さらに約400トン削減 ※１

（東京23区） （大阪・名古屋分）

サービスを拡大した地域
を含め、アスクルアリーナ
のお客様の

8888％％
の方がECO-TURN対象
にご登録（2010年6月23日現在）

38

39

アスクル環境中期目標

○ 事業全体の効率性と環境負荷低減の進捗管理を評価する指標として、「アスクル環境中期目標」を設定。

○ 事業活動に伴う「ＣＯ２排出量」と「資源消費」の２つの軸で中期目標を掲げ、取り組みを推進。

※原単位の考え方： 原単位は、すべて「アスクル単体（アスマル除く）」での数値をもとに算出。

39
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40

ⅠⅠ 1010年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 中期計画中期計画

ⅢⅢ 1111年５月期計画年５月期計画

40

41

新規事業拡大と圧倒的なお客様基盤をベース
とした商材の拡充により営業増益を計画

新規事業売上はSOLOELスタンダードの垂直立上げ、上海アスクルの進
化、アスマル新サービスの立ち上げ等による増加を企図（増加額56億円）

既存事業売上は、取り扱い商材を拡大し、圧倒的なお客様基盤の有効活
用による増加とアリーナの拡大を企図（増加額54億円 伸率2.9％）

収益性の高いSOLOEL事業（手数料収入）の拡大・PB商品の拡販により

売上総利益率良化を企図

ローコストオペレーションによる販管費の削減を継続する一方、SOLOELス

タンダード・アスマルのグランドオープンに向けた体制構築コストを積極的
に投下

11/５期 連結業績見通しのサマリー

41



2010年5月期 連結業績概要（2010.07.01）

Copyright(c) 2010 ASKUL Corporation. All rights reserved. 22

42

△13.91.53,0001.83,485当期純利益

+15.74.08,0003.76,913経常利益

+14.04.08,0003.77,014営業利益

+8.620.340,58319.837,369販管費

+9.524.348,58323.544,384売上総利益

+5.8100.0200,000100.0188,991売上高

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

金額
（百万円）

2011年５月期2010年５月期

11/５期 連結業績の見通し

資産除去債務計上（一過性の特別損失）の影響
→第１四半期に15億円計上予定

42

43

11/５期 連結業績の上・下期見通し

+46.32.72,800△87.30.2200当期純利益

+54.25.05,200△21.02.92,800経常利益

+52.75.05,200△22.42.92,800営業利益

+8.619.520,400+8.621.120,183販管費

+15.424.525,600+3.624.122,983売上総利益

+9.4100.0104,500+2.1100.095,500売上高

前年同期比

（％）
売上比
（％）

金額
（百万円）

前年同期比

（％）
売上比
（％）

金額
（百万円）

2011年５月期 下期2011年５月期 上期

資産除去債務計上（一過性の特別損失）の影響
→第１四半期に15億円計上予定

43
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44

0

50

100

11/５期計画 連結営業利益の増減要因

10/５期（実績）
70億円

（億円）

売
上
増
に
よ
る
利
益
増

+25*

11/５期（計画）
80億円

売上前期比 △0.8％
売上総利益率 23.5％
販管費率 19.8％

売上高増額 +110億円
・ソロエル、アスマル 上海愛速客楽**

+56億円

・上記以外 +54億円
（内アスクルアリーナ +25億円）

* 社内管理数値のため、公認会計士または監査法人の関与はございません。
** 愛速客楽（上海）貿易有限公司の単体損益にグループ間取引高を含めたものです。

売
上
総
利
益
率
上
昇
に
よ
る
利
益
増

販
管
費
増
に
よ
る
利
益
減

△32*+16*

売上前期比 +5.8％
売上総利益率 24.3％
販管費率 20.3％

人件費・業務委託費

減価・ソフトウェア償却費

+20億円

+９億円

44

45

11/５期 連結業績の見通し

１. 売上高 2,000億円（前期差 +110億円 前期比 +5.8％）

（１）ソロエル、アスマル、上海愛速客楽*による売上増
新規事業の成果の現れ （前期差 +56億円）

*愛速客楽（上海）貿易有限公司の単体損益にグループ間取引高を含めたものです。

（２）上記以外による売上増
・中堅・大企業向けアスクルアリーナ等の売上拡大
アスクルアリーナ等売上高目標 412億円（前期差 +25億円）

・取り扱い商材を拡大し、圧倒的なお客様基盤の有効活用により
増収をめざす

・インターネットでの売上、新規のお客さま開拓強化継続
インターネット売上高比率 10/５期５月度 単月・単体実績 60.3％
（09/５期５月度 単月・単体実績 57.7％）

２. 売上総利益率 24.3％ (前期差 ＋0.8％ポイント）
→収益性の高いSOLOEL事業（手数料収入）の拡大・PB商品の拡販により

売上総利益率良化を企図
45
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46

３. 販管費比率 20.3％（前期差 +0.5％ポイント） +32億円
【主な増加要因】

※業務統合システム導入などによる
コスト削減効果10億円を織り込み済み

４. 特別損失 20億円

新会計基準の適用（資産除去債務計上） うち15億円

→第1四半期計上予定

５. 設備投資 30億円
【主な内訳】
・アスマルサイト構築 ５億円
・名古屋センター マテリアルハンドリング導入 ４億円
・ソロエルバージョンアップ ４億円
・Web進化 ２億円

（参考）減価・ソフトウェア償却費 39億円（前期差 ＋９億円）

11/５期 連結業績の見通し

人件費・業務委託費
減価・ソフトウェア償却費

ローコストオペレーションによる販
管費の削減を継続
一方、SOLOELスタンダード・アス

マルのグランドオープンに向けた
体制構築コストを積極的に投下

＋20億円
＋９億円

46
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0

100

200

300

400

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期

上期 下期

128

103

83

57

27
12

161

0

50

100

150

04/５月 06/５月 08/５月 10/５月

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移（四捨五入）

（億円）

（100社）

SOLOEL
スタンダード

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ぽぽちっとちっと
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

SOLOELのお客様基盤となる
アスクルアリーナのご利用は計画通りに推移

11/５期 目標

412億円

SOLOELスタンダードの垂直立上げ

42

85

149

224

297

345

387

アリーナのお客様のうち
ご利用額が多く購買管理

に積極的と思われる
約2,000社に利用を促進

垂直立ち上げを企図
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48

アスマル新サービスの立ち上げ

グランドオープンに向け
クローズドユーザーで試験運用中

48

49

利益配分に関する基本方針

当社の利益配分に関しましては、健全なキャッシュ・フローと安定した財務体質を維持
しつつ、「中長期的な企業価値向上のための設備投資資金としての内部留保の確保」
と「株主の皆様のご要望にお応えするための株主還元としての配当政策」をバランスさ
せながら、総合的に判断して実施していく方針を採っております。

１．10/５期配当
景気後退局面ではございましたが、計画通りの利益を確保することが出来ました。

◆１株あたり年間配当金30円を実施

２．11/５期配当（予想）
配当原資たる当期純利益は減益を予想しておりますが、その主要因は新会計基準の
適用（資産除去債務の計上）に伴う一時的なものであり、また、経常利益では増益を見
込んでいることから、引き続き株主の皆様への安定的な配当を実施させていただきたく、
10/５期の配当を据え置き

◆１株あたり年間配当金30円を予定
また、株主の皆様からのご要望にお応えし株主還元の充実を図るべく、これまで実施
していなかった中間配当を11/５期より実施させていただき、

◆1株あたりの配当金中間15円、期末15円を予定

株主に対する利益還元 配当について

49
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50

付 録

50

51

① インターネット売上高比率

② オリジナル商品

43.1％△2.4％ポイント40.7％上 記 以 外

56.9％＋2.4％ポイント59.3％インターネット経由

2009/５期前期差2010/５期

12.0％1.1％ﾎﾟｲﾝﾄ13.1％売 上 高 構 成 比

34,153△7434,079
カタログ掲載商品数
（ 含 む 、 併 載 商 品 数 ）

3,356＋653,421オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2009/５期 ５月度前期差2010/５期 ５月度

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期年間の単体実績を記載しております。

（注１） 各期５月度の単月・単体実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値は、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ等掲載品を含みます。

（単位：SKU）

《付録》
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52

△89.9％

△52.1％

3,719376ソフトウェア仮勘定（注2）

136建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

（単位：百万円）

（参 考）

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウェア仮勘定は消費税等を含んでおります。
（注３）10/５期 における主な設備投資は以下の通りであります。

業務統合システム 1,643百万円

△30.5％

＋24.3％

△26.8％

前期比

2009/５期2010/５期
科目名

4,2192,930無 形 固 定 資 産

306380有 形 固 定 資 産

4,5253,311【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

③設備投資

《付録》
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